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抗 Ro52 抗体陽性多発性筋炎（PM）、皮膚筋炎（DM）の臨床的特徴 

杉田 稔貴 

 

【目的】 

抗 Ro52 抗体陽性の PM/DM における臨床的特徴を明らかにすることです。 

 

【方法】 

2019 年 1 月から 2023 年 2 月までに筑波大学附属病院へ入院した PM/DM 患者を対象に、抗

Ro52 抗体の有無と臨床的特徴について後方視的に評価し、抗 Ro52 抗体陽性群と抗 Ro52 抗体

陰性群を比較しました。 

 

【結果】 

対象患者は 40 名であり、PM が 23 例、DM が 17 例、うち 6 例は無症候性皮膚筋炎でした。

また 22 例（55.0%）で抗 Ro52 抗体が陽性でありました。抗 ARS 抗体は 14 例、抗 MDA5 抗

体は 6 例で陽性でした。29 例で間質性肺疾患の合併を認め、うち 9 例は急速進行性でした。

グルココルチコイド抵抗性の心筋障害は 6 例で認められました。抗 Ro52 抗体の単独陽性は 3

例のみでした。 

抗 Ro52 抗体陽性群は陰性群と比較して、有意に抗 ARS 抗体との共存（63.6% vs 0%）、間質性

肺疾患（95.5% vs 44.4%）、グルココルチコイド抵抗性の心筋障害（27.3% vs 0%）、免疫抑制

剤の併用（95.5% vs 55.6%）が多く、C 反応性蛋白の値が高値でした（P<.05）。 

 

【結論】 

抗 Ro52 抗体は PM/DM で高頻度に認められ、疾患の重症度マーカーとして有用である可能性

が示されました。 
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